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齋
藤　

詔
治

問　

私
た
ち
市
議
は
、
市
が
行
う

予
算
決
算
の
歳
入
、
歳
出
チ
ェ
ッ

ク
も
重
要
な
責
務
で
す
が
、
地
方

の
自
立
が
急
務
の
今
日
、
新
た
な

市
税
「
恒
久
財
源
」
確
保
に
知
恵

を
絞
り
、
汗
を
か
く
努
力
も
重
要

な
議
員
活
動
で
す
。
吉
川
市
で
今

計
画
さ
れ
て
い
る
多
く
の
事
業
等

を
速
や
か
に
実
施
し
、
完
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
10
億
円
有
余
の
財

源
確
保
が
叶
う
と
考
え
ま
す
が
。

答
市
長　

今
後
も
第
５
次
吉
川

市
総
合
振
興
計
画
に
位
置
づ
け

た
事
業
を
推
進
す
る
為
の
努
力

を
し
て
参
り
ま
す
。

問　

市
民
の
税
金
を
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
投
入
す
る
事
は
、
絶

対
に
成
り
ま
せ
ん
、
積
極
的
に
民

間
活
力
を
導
入
す
べ
き
で
す
。

答
市
長　

事
業
実
施
に
は
、
民
間

活
力
の
導
入
も
含
め
個
々
の
特

性
に
応
じ
た
、
最
適
な
手
法
を
選

択
し
て
参
り
ま
す
。

◆
（
仮
称
）
第
四
中
学
校
建
設
の

早
期
開
校
予
定
の
決
定
を

問　

美
南
小
・
中
曽
根
小
の
生
徒

達
が
南
中
へ
の
登
下
校
通
学
に

自
転
車
利
用
者
が
多
い
。
自
転
車

に
よ
る
交
通
事
故
等
を
考
慮
し
、

一
日
も
早
い
建
設
を
。

答
教
育
長　

今
後
教
室
不
足
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
数
年
間
は
仮

設
校
舎
で
の
対
応
が
可
能
で
す
。

建
設
時
期
は
、
生
徒
数
の
把
握
に

努
め
決
定
し
て
参
り
ま
す
。

◆
道
路
側
溝
清
掃
の
現
状
は

問　

多
く
の
側
溝
に
、
汚
泥
や
砂

利
等
の
堆
積
が
見
ら
れ
ま
す
。
市

が
行
う
、
清
掃
処
理
基
準
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

排
水
路
清

掃
処
理
要
領
並
び
に
排
水
路
清

掃
基
準
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

伊
藤　

正
勝

問　

吉
川
美
南
駅
開
業
に
続
い

て
こ
の
秋
に
は
武
操
跡
地
が
一

括
売
却
さ
れ
る
。
こ
の
跡
地
を
エ

コ
・
防
災
の
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
に
す

る
︱
。
売
却
の
際
の
条
件
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
市
長　

売
り
主
の
運
輸
施
設

支
援
機
構
で
は
跡
地
の
精
算
に

つ
い
て
は
最
高
落
札
価
格
者
を

落
札
者
と
す
る
こ
と
を
定
め
て

お
り
、
条
件
を
つ
け
る
こ
と
は
難

し
い
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
事

業
者
に
対
し
て
は
市
の
考
え
方

を
申
し
入
れ
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
て
お
り
、
み
ど
り
や
自
然
を

採
り
入
れ
る
こ
と
を
含
め
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

問　

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
新
三
郷
。
そ
の
中
間
の
吉

川
に
エ
コ
の
全
国
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
。
武
蔵
野
線
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ

リ
ア
を
創
り
上
げ
る
。 

国
、
県

と
の
連
動
、「
周
辺
開
発
」
や
三

輪
野
江
の
「
白
地
地
区
」
も
視
野

に
入
れ
た
発
想
と
提
案
、
推
進
力

が
必
要
だ
。
民
間
活
力
に
委
ね
る

柔
軟
性
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
︱
。

答
市
長　

市
独
自
で
は
難
し
い

こ
と
も
あ
り
民
間
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
エ
コ
・
ス
マ
ー
ト
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。「
周

辺
開
発
」
は
一
日
も
早
い
着
工

め
ざ
し
県
と
協
議
し
て
い
る
が
、

事
業
者
が
明
確
で
な
い
と
認
可

が
難
し
い
の
が
実
状
だ
。

問　

吉
川
美
南
駅
関
係
の
事
業

費
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

答
都
市
建
設
部
長　

最
終
的
に

４
億
円
程
少
な
い
額
65
億
円
で

す
む
見
込
み
だ
。
24
年
度
中
に

確
定
（
市
負
担
は
14
億
円
前
後
）

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

加
藤　

克
明

問　

吉
川
橋
架
け
替
え
工
事
に

関
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答
市
長　

平
成
24
年
３
月
末
で

の
用
地
買
収
は
、
５
千
６
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
約

２
千
３
７
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
物

件
補
償
に
つ
い
て
は
、
40
件
の
う

ち
17
件
が
済
ん
で
お
り
、
約
40
％

の
進
捗
状
況
、
今
後
は
、
必
要
な

用
地
を
優
先
的
に
取
得
し
て
い

く
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

問　

①
吉
川
橋
か
ら
吉
川
交
番

交
差
点
ま
で
の
無
電
柱
化
に
つ

い
て
。

②
橋
桁
部
分
を
空
洞
化
し
、
公
園

等
の
施
設
整
備
を
す
る
事
に
つ

い
て
。

③
橋
の
欄
干
と
道
路
照
明
灯
に

は
歴
史
あ
る
吉
川
市
の
特
色
を

盛
り
込
む
事
に
つ
い
て
。

答
市
長　

一
括
し
て
答
え
ま
す
。

平
成
22
年
12
月
16
日
に
、
地
元
４

自
治
会
か
ら
埼
玉
県
知
事
に
要

望
書
を
提
出
し
、
さ
ら
に
、
平
成

23
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
請
願

が
提
出
、
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
は
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま

え
橋
梁
取
り
付
け
部
の
景
観
計

画
の
策
定
を
行
っ
て
い
く
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
当
市
と
し
て

も
、
引
き
続
き
早
期
完
成
の
要
望

を
行
い
、
地
元
の
要
望
に
つ
い
て

も
、
県
と
協
議
し
、
調
整
を
図
っ

て
い
く
。

問　

橋
際
に
船
着
き
場
を
設
置

し
、
船
運
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
都
市
建
設
部
長　

緊
急
・
水
上

交
通
・
観
光
用
な
ど
想
定
さ
れ
る

事
か
ら
、
河
川
管
理
者
の
江
戸

川
河
川
事
務
所
で
は
、
場
所
や

構
造
に
課
題
が
あ
る
為
、
今
後
、

研
究
し
て
い
く
と
の
事
。

新
た
な
年
間
10
億
円
有
余
の
恒
久
財
源

確
保
に
向
け
た
諸
施
策
の
導
入

吉
川
橋
架
け
替
え
工
事
に
関

す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

跡
地
は
エ
コ
の
モ
デ
ル

タ
ウ
ン
に

吉川橋




